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:

人
類
の
全
て
の
行
爲
の
根
源
は
、
，自
己
保
存
と
自
已
滿
足
の
本
能
の
.：存
在
に
あ
る
。(

驻
1
0
.飢
渴
を
醫
し
、
雨
露
を
凌
ぎ
' 

被
服
を
用 

意
す
る
が
如
I

，
皆
此
の
求
能
の
存
す
る
故
で
此
は
古
今
1

:

て
の
'社
會
忙
|

る
社
會
篇
動
ヵ
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
。
各 

人

が
一

管

利
a

心
に
詈
れ
て
、：f

s

管

以

S

大

篇

足

靠

ん

袅
 

全
く 

原
則Q

走
基
礎
を
置
く

の
で
あ
る
o

而
し
て
又
此
，の
.本
能
の
存
往
こ
そ
は >

 

所
有
の
觀
念
を
發
生
せ
し
'む
る
源
泉
で
あ
る
と
考
へ
'る
0

 
.
.

、
如
何
に
原
始
的
な
人
間
で
あ
：つ
て
も
、
此
の
本
能
.に
修
つ
て
，«

の
坐
活
上
，に
於
け
‘る
.各
種
の
#.

活
資
料
を
必
要
と
し
•た
に
相
違
な
く 

動
植
籮
性
或
ほ
鑛
物
性
の
：雲
を
獲

得

し

、「

讓

、
狩
織
、
.
.稱
芸
並
び
に
.住
居
の
爲
に
へ

此
の
事
こ
•そ
所
有
觀
_

坐
の
：所
以
に
外
な
ら
ぬ
^
の
で
通
る
o
,
:
併
し
乍
^
此
所
：

H

注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
：事
は
、
'初
期
の
原
始
人
か
自

然
物
獲
得
の
漂
浪
的
生
活
を
營
ん
で
屌
ク
た
時
代
把
於
て
、
：馨

說

甚

產

は

全

然

存

患

得

な

か

っ

：た
0
で
；名

か

ち

'ぅ
か
と
宏
ふ

事
で
.あ
る
。
；何
故
な
：ら
ば
：初
期$:

原
始
人
ほ
現
在
の
み
を
考
慮
し
自
己
の
生
命
維
持
か
意
志
P
み
を
有

る
:0
即
.ち
_

己
を
超
：ぇ
現
在
を
絕
し
て
居
る
も
:0
は
彼
等
の
精
神
生
活
.に
と
つ
て
全
く
無
關
心
の
肷
態
：に
止
ま

過
.剩
で
あ
る
食
糧
を
後
日
の
用
に
貯
.へ：置
か
ん
と
す
る
考
慮
な
く
、
今
n

-±
l
分
に
食
レ
た
身
が
明
日
訊
娥
に
陷
入
る
と
袞
ふ
例
證
.や
、

老
人
遺
棄
等
に
微

.L
て
明
ら
.か
で
あ
る
:0
其
故
に
初
期
原
始
人
の
間
に
は
、
所
有
、
財
產
は
絕
對
に
存
往
し
得
な
い
と
袞
ひ
得
る
o 
0

原
始
時
代
の
财
產
制 

七

五

(

四
一
五〕



:

原

始

時

代

の

財

慕

'

.

 

七

六

(

四
一
六)

し
此
I

も
g

人
類
t

目
保
f

自
'已
滿
足Q

本
能
：S

大

雪

す

る
#

っ
て
。
始
め
て
發
生
し
得
る
も
の
で
to
 I

.に 

.
人

類

發
肇
初
湯
代
は
所
有
I

す
1

所
有
の
、時
代
で
あ
字
い
而
し
て
此
め
狀
態
か

ら

所

^

.の
I

S

5

移
行
bv

來
i

s

る

盖

冷

1
1
0
1
4

っ
：
f

I

張
す
I

は
出
來
荩
荔
、
現
今
の
そ
れ
の
萠
芽
を
翁
し
得
：る
0
'
_

即
ち
法
律
の
代
り
に
宗
敎
的
意
咪
に
依
.っ

て

馨

I

ら
1

-

I
産

制

が

存

種

§

慕

霞

は

.霧

的

の

力

f

と
物
|

_

|
ち
l

i

i

f
の
l

i

踅

黎
 

付
け
.、
；
：
未

だ

法

律

的

靠

I

在
せ
I

時

代

暴

で

所

有

§

實

.に
排
他
的
効
力
を
有
せ
し
む
る
S

っ
て
.力
が
あ0

た
..

の
.で
あ
っ 

^
斯
る
超
自
■

又
は
■

的

勞

の

代

表

的

な

為

城

、
：萎

>(

1

9

6

1

:

:

f

)

ゃ
呢
P

C霞

^

タ
ブ
1
は
禁
此
ノ
禁
忌
げ
禁
馨
と
飜
|
|

可
|

の

污

物

，
場
所
、
：行
爲
、
人
_

に
關
し
て
f

存
す
る
が
、
要
す
る
こ
\ 

生
の
秩
序
を
保
ち
安
寧
贏
持
せ
ん
が
爲
に
成
立
し
た
消
顿
磐
止
.的
：の
.制
度
で
あ
っ：

て
.、觸
接
、接
近
*變
更
、
移
動
、
使
用
、
目
視
等
の 

各
種
の
禁
I

包
含
b
f

る

の

，で

あ

り

、
、
而

し

て

其

の

I

は

，

概

ね呢
術
的
方
法
に
依

っ

て

蒙

し
て
は
魔
主
鬼
舸
の
如
き
幼
稚
な
宗
敎
的
又
は
迷
信
的
對
象
物
に
依
っ
て
、
恐
る
可
含
責
罰
美
け
る
I

ぜ
ら
れ
て
居
る
事
か
ら 

行
は
れ
I

の
で
I
O
.
Vサ
i

ゼ
1
.
.ム：！

レ
i

.

l

lベ
て
居
る
如
く
、1

定
，の
民
族
、
.一
定
'の
時
代
に
於
て
、
.
タ
ブ
丨
が
私 

有
財
産
に
對
す
る
尊
重
を
强
め
.、
其
の
享
益
を
確
保
す
る
事
に
.

5<
い

に
貢
献
し
た
事
は
、

一
一
艺
r

ラ
ン
ド
の
.マ
オ
リ
人
、
サ
モ
ア
人
- 

其
他
馬
來
半
鳥
、
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
等
に
於
け
る
例
證
に
依
っ
て
雲
さ
れ
得
る
。
I

〕

而
し
て
以

上

と

M

に
、
他
方
道
德
的

に

#

產
 

權
が
保
護
せ
ら
れ
る
例
I

く
な
い
。
併
し
此
は
同
部
族
內
に
限
っ
て
居
f

の
で
、
他
の
部
族
に
對
し
て
は
反
對
に
馨
盜
取
を
好 

f

向
が
あ
っ
け
S

五)

以
上Q

-
W

く
原
始
人Q

間

に

兹

今Q
如
き
そ
れ
が
#
在
し
な
い
と
雖
も
、

財
產
及
び
其
れQ

呆

警

存 

在
を
認
め
得
る
の
：で
あ
る
。
以
下
2
 )

動
産
、
.(

ニ)

麓

、(

三)

不
動
產(
土
地)

■
分
け
て
各
々
考
察
し
よ
うc

(
「
)： £

產

動

產

に

は

、
衣
服
、
裝
飾
品•

武
器
、
道
具
、
獵
具
、
食
料
等
が
含
ま
れ
る
o

一
 

般
的
に
此
等
の
動
産
は
、
個
人
的
所 

有
又
は
.家
族
的
所
有
で
あ
：る
。
ヴ
.ッ
グ
族
.0

個
人
的
財
產
を
例
に
擧
げ
れ
ば
、
：斧
、
弓
矢
，
三
個
の
靜
*、
鹿
史
、
燧
石
と
火
打
鎌
、
引 

火
奴
、
運
水
の
葫
鹽
、
謝
醬
の
袋
及
び
覆
、
石
灰
の
箱
、
若
干
の
衣
服(

註
六)

が
そ
れ
で
あ
る
。
男
女
の
衣
服
、裝
飽
品
の
如
き
も
の
は
、 

其
.
'
の
も
の
、
性
質
か
ら
個
人
の
.身
體
.に
.附
着
じ
、「

謂
は
ば
持
：主
も
.ー
身
同
體
_に
な
つ
て
鹿
る
/®

七)

點
か
ら
全
く
私
有
物
、
個
人
时 

財
産
■と
'な
さ
れ
て
.廣
る
。
或
る
部
族
に
於
て
、
或
る
物
品
の
持
主
.の
死
後
、其
の
物
ロI

は
其
の
死
體
と
共
に
燒
き
又
ば
埋
葬
す
る
し
©

八〕 

が
如
き
.は
、
舞
©.
個
人
とi

身
#
體
の
觀
念
の
於
證
で
あ
る
0
畀
子
0
使
用
す
る
獵
具
、：
武
器
は
同
様
其
の
物
の
性
質
か
ら
、3

九〕
及 

び
非
常
な
る
努
力
を
捧
げ
て
製
作
し
た
道
具
に
對
し
て
、
全
ぐ
斷
ち
難
き
愛
措
の
念
を
懷
く
事
B
 

一
 o

)

か
ら
、
各
男
子
の
私
有
財
產 

で
あ
る
事
は
*
數
多
く
の
事
例
で
證
せ
ら
れ
る
。「

H
X.
キ
モ
ー
は
、
衣
服
、武
器
及
び
勞
働
要
具
の
個
人
的
由
有
を
*
斯
様
な
占
有
は 

遙
か
に
便
利
で
あ
り
钍
ク
_
物
の
性
質
そ
.の
も
の
に
依
つ
て
そ
ぅ
な
る
と
ー
2\
ふ
丈
の
原
因
で
.史
持
し
て
居
る
.°
己
れ
の
武
器
、
己
れ
の 

弓
、
若
し
く
は
ブ
ー
メ
ラ
ン
グ
を
立
派
に
使
ひ
こ
な
す
爲
に
は
、
’原
始
的
狩
獵
者
は
出
來
石
眼
り
己
れ
を
そ
ル
自
身
の
個
人
的
#
性
に 

適
合
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.，

(

独
一
，
一)

と
プ
.レ
ハ
ー
ノ
フ
は
述
べ
て
居
る
0.
其
の
他
女
子
の
裁
縫
道
具
及
び
農
具
等
は
、
.初
W
此
等
の
仕
事 

が
女
子
の
擔
當
す
る
所
'か
ら
、
女
.子
に
屬
し
て
居
つ
た
。S
15

以
上
の
諸
物
は
歌
實
上
叉
は
觀
念
的
に
、
所
有
者
の
身
體
と
2

ロ
さ 

れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
的
財
産
と
成
び
得
る
の
で
あ
るC

「

野
蠻
人
は
一
つ
の
：物
品
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
事
を
知
ら
せ
ょ 

ぅ
と
.思
ふ
時
に
は
、
.現
品
を
舐
め
て
占
有
に
擬
す
る
し(

註
ニ
5
等
ぱ
此
の
意
味
か
ら
で
あ
る
。
坐
活
資
料
に
關
し
て
は
、
論
爭
の
存
す 

る
所
で
共
貧
說
と
私
有
說
の
ニ
說
に
分
れ
て
居
る
。
先
づ
植
物
性
食
料
に
就
い
，て
ぼ
、
獲
物
、
坐
產
物
の
共
同
平
等
の
分
配
を
、
其
の 

物

の

0

に
於
け
る
勞
働
が
共
同
的
^
行
は
れ
る
事
、
；共
同
倉
庫
及
び
食
物
の
^
同
使
用
©
跟
沉
な
普
及
を
以
て
論
明
す
る
。 

ル
ィ
ス
•
モ
ル
：ガ
ン
の
ィ
ロ
ク
オ
ィ
人
に
就
い
：て
の
所
說
に
依
る
と
：、『

狩
獵
、
漁
業
、
農
ぎ
に
依
つ
て
獲
物
を
得
た
家
の
若
は
r
.誰
れ 

原
始
時
代
の
.財
產
制 

，
七
七 

一
セ〕



原
始
時
代
の
財
產
制_ 

七

八

(

四
一
八) 

f

其
れ
を
共
同
倉
庫
に
入
れ
るO

家
.の
者
は
共
同
の
貯
藏
に
娘
つ
て
導
す」

S

四)

と
'「

マ
ヤ
の
亜
米
利
加
イ
ン
デ
イ
ア
ン
社
會 

で
は
、
食
物
は
ー
軒
の
小
屋
で
料
理
さ
れ
ゝ
各
家
族
は
各
為
の
分
前
を
取
り
に
來
る
の
で
あ
今
^
註
ご
丑
其
の
他
亜
米
利
加
ブ
レ
リ
丨 

地
方
の
.イ
ン
テ
イ
ア
ン
、
マ
ン
グ
ン
人
、

V

ッ
シ
ユ
マ
ン
、

f

ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
エ
ス
キ
モ

1
* 

メ
キ
シ
コ
及
び
ベ
ル
4

方
等
に 

於
て
t

同
様
典
同
分
配
が
行
は
れ
て
居
る
、
と
說
か
れ
て
居
る
。C

驻 

一
C

狩
獵
の
：獲
物
に
就
い
て
は
單
獨
に
獵
獲
せ
る
場
合
は
當
然
其 

の
勤
勞
者
の
所
有
に
歸
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
單
に
一
個
人Q

幼
稚
な
武
器
で
の
狩
獵
は
實
に
容
易
象
で
S

く

、

次
沿
I

腦 

の
發
達
と
共
に
此
所
に
集
團
的
に
協
同
し
て
行
ふ
に
至
り
、
種
々
な
る
•習
慣
ぬ
依
り
種
々
に
獲
物
を
分
配
し
た
0
S'
.
.一
 

六)

即
ち
最
初
の 

發

見

者

第
.

一

夂
を
射
込
み
た
る
キ
致
命
傷
を
與
へ
た
る
若
*

嚙
み
倒
し
た
獵
犬
の
.飼
.主
、
其
の
犬
と
云
ふ
様
に
繼
隻
に
關
係
し
た 

功
勞
激
に
は
、
何
れQ

部
分
を
何
れ
丈
分
配
す
る
秦
ふ
様
な
慣
習
的
規
定
が
存
す
る
0
:
棄

利

加

イ

y

デ
イ
T 

V
族Q

才
マ
ハ
人
に 

於

て

は

3|
»
牛
を
獵
獲
し
た
る
樣
合
先
づ
致
命
傷
を
興
へ
た
る
矢
を
射
た
者
が
、
其
の
獵
獲
物
を
取
得
し
、
然
る
後
其
の
獲
物
の
切
開 

を
行
ひ
切
讓
助
者
に
慣
習
に
從
つ
て
分
配
す
る
s

1

七〕

が
如
き
は
此
れ
で
、
論
者
が1

K

へ
る
如
く
、
獲
物
の
平
等
分
配
が
一
役
的 

なものでは汉してなく民族に依つ

P
は
甚
だ
複
雜
な
分
麗
に
從
つ
て
居
る
も
の
も
样
す
る
D

で
あ
る
。
漁
撥
に
依 

も
又
狩
獵
の
場
合
と
同
様
の
事
が1

K

へ
石
で
あ
ら
ぅ
。
植
物
性
食
料
品
は
\;

主
と
し
て
女
子
の
勞
働
に
依
る
採
取
、
農
耕
の
結
果
で
あ

る
t

>

.
或

る

程

度

響

子

爵

し

て

其

鬅

有

權

裹

ザ

し

史

李
I

張
が
I

が
、§

6

併

し

此

富

員
の
爲
に
I

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
有
權
の
歸
趨
は
不
確
定
で
あ
る
と
云
へ
る
。
而
し
て
此
を
以
て
一
方
共
有
說
を
主
張
す
る
根 

據
と
し
て
居
る
0
■斯
の
如
く
前
述
の
二
說
は
、
其
の
何
れ
が
眞
正
な
る
も
の
か
容
易
に
判
斷
し
得

な

：い
が
、
先
に
一
言
せ
る
如
く

、、 

類
の
經
濟
行
爲Q

本
源
は
、
其
の
自
己Q

生
命
維
持
と
自
己
滿
足
の
本
能
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
假
令
捉
產
、
共
同
分
配
を
行
ふ 

た

と

し

て

も

個

人

的

盡

、
消
費
の
段
階
を
經
た
後
で
■な
け
れ
ば
.此
の
段
階
べ
到
達
し
得
な
い
と
考
へ
る
o
.其
故
に
固
人
^
よ
產
肖

費
が
本
.源
的
狀
態
で
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
共
有
說
論
箸
も
全
く
此
等
生
產
物
、
獲
得
物
の
個
人
的
所
有
並
び
に
個
々
の
象
族
に
依
る
所
有 

を
否
認
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
ル
イ
ス
•
モ
ル
ガ
ン
に
依
れ
ば
、『

一
家
屋
に
棲
っ
て
居
る
イ
ロ
ク
オ
イ
人
は
田
畑
を
耕
し
作
物
を 

集
め
こ
れ
を
共
同
の
貯
蓄
と
し
て
屋
內
に
保
管
し
た
。
此
等
の
生
產
物
の
個
人
的
所
有
並
び
に
個
々
家
族
に
依
る
所
有
も
.、
多
少
は
行 

は
れ
て
居
た
。
例
へ
ば
玉
蜀
黍
は
皮
を
剝
ぎ
返
：し
そ
れ
を
皮
で
結
合
し
.て
束
と
し
、
各
室
內
に
吊
し
て
置
く
。
或
る
家
族
が
供
給
物
を 

消
費
し
！

i

し
て
仕
舞
ふ
と
、
他
の
家
族
は
手
許
に
幾
許
で
も
.鱗
っ
て
居
る
限
り
前
苕
に
融
通
し
て
や
る
。
各
狩
獵
隊
又
は
漁
撈
隊
は
獲 

物
を
共
同
に
貯
蓄
す
.る
が
、
剩
餘
の
分
は
家
に
歸
づ
て
か
ら
同
じ
住
屋
に
於
け
る
數
家
族
間
に
分
配
し
、
夫
々
：こ
れ
を
乾
す
な
り
鹽
漬 

に
す
る
な
り
し
て
冬
の
用
意
に
貯
へ
て
置
ズ』

と
述
べ
て
居
る
如
く
、
此
等
.のg

米
利
加
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
村
落
.に
於
い
て
は
、
個
人 

的
所
有
と
共
同
的
習
慣
ど
ひ
結
合
を
認
め
J

1
九
.

)

て
居
る
。
農
耕
が
盛
に
成
り
土
地
が
私
有
さ
れ
る
に
至
れ
ば
、
其
の
土
地
所
有
者 

に
其
の
生
産
物
が
歸
屬
す
る
事
は
勿
論
で
あ
る
.が
、
前
述
の
如
き
場
合
に
於
て
も
其
の
群
團
を
ー
家
族
I

勿
論
現
代
の
如
き
小
人
數 

よ
り
成
る
家
族
で
は
な
い
が
|

と
見
做
し
得
る
な
ら
ば
、
其
の
生
活
資
料
は
其
の
群
團
の
私
有
物
で
あ
る
：a：
な
す
事
が
出
來
る
で
あ 

ら
ぅ
o
問
題
は
群
圑
を
家
族
と
認
め
得
る
か
否
か
に
存
す
る
事
に
な
る
が
、
私
見
を
以
て
す
れ
ば
、
群
團
を
、
現
今
の
如
き
家
族
と
は 

其
の
成
員
及
び
其
の
成
員
數
に
於
て
相
異
す
る
と
離
も
、
其
の
本
質
に
於
て
異
っ
て
居
ら
ぬ
.と
考
へ
る
。
そ
れ
故
に
、
私
は
、
生
活
資 

料
は
個
人
有
或
ひ
は
家
族
有
で
あ
る
と
考
ヘ
る
.。
家
畜
、
收
獸
の
所
有
權
は
、前一

一
者
と
同
様
、或
ひ
は
共
有
財
產
を
或
ひ
は
私
有
財
産 

を
各
自
主
張
し
て
届
る
P併
し
前
述
同
様
の
解
釋
を
こ
れ
に
與
へ
れ
ば
.、
こ
れ
又
個
人
有
か
家
族
有
か
に
歸
す
る
。「

カ
ザ
ク
キ
ル
ギ
ス
の 

如
き
稍
や
進
歩
し
た
遊
牧
民
は
、
殺
人
の
如
き
個
人
的
犯
罪
に
對
し
て
、
親
族
連
帶
賠
償
の
慣
習
法
が
存
し
、
又
結
婚
の
際
結
納
品
に 

馬
秦
十
頭
を
贈
る
を
常
と
す
る
.等
を
見
れ
ば
、
.其
等
は
蓋
し
家
族
有
の
財
產」(

註
ニ
0
:
>と見
ら
れ
、「

土
地
所
有
の
存
在
し
な
い
時
代
に 

.於
て
、
'
.家
族
員
は
各
々
何
品
が
自
己
の
所
有
に
屬
す
る
か
を
知
り
、
•牛
馬
の
大
よ
り
犬
猫
雛
鷄
の
小
に
迄
及
ぶ
も
の
で
あ
る
J
f
iニ一) 
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始
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住
屋
、
漂
浪
生
活
を
營
む
原
始
人
に
あ
つ
て
は
、
>天
然
自
然
の
洞
窟
、
解
體
し
て
隨
所
に
運
搬
し
得
る
天
幕
の
如
き
も
の
で
あ 

り
、
觉
住
生
活
を
營
む
そ
れ
に
於
て
は
堅
固
な
家
屋
で
あ
る
。性
屋
の
所
有
權
歸
屬
者
は
場
合
々
々
に
依

つ

て
與
り

、

共
同
的
な
る
場
合 

も
あ
り
或
ひ
は
個
人
的
な
る
場
合
も
存
す
る
の
で
あ
つ
て
一
般
的
に
定
め
難
い
。
共
同
家
屋
に
住
せ
る
も
の
に
、
ボ
ル
ネ
オ
の
ダ
ィ
ク 

人
、
ボ
リ
ネ
シ
ア
に
於
け
る
人
々
'、
35
米
利
加
に
於
け
る
諸
々
の
土
人(

胜
ニ
5
等
が
あ
り
、
他
方
個
人
的
な
家
屋
を
所
有
せ
る
漭
に
ッ 

ル
ー
族
、
ア
ィ
ヌ
族
®
 
ニ
五
真
の
他
等
で
あ
る
0
男
女
の
點
.ょ
り
沄
へ
ば
、
概
し
て
女
子
に
典
の
所
有
權
が
あ
る
と
宏
べ
、
又
典
有
の 

場
合
等
も
大
家
族
ょ
り
も
小
家
族
的
の
も
の
で
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
。C

骷
ニ
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不
動
產(

土
地)

自
然
の
.山
野
を
放
浪
し
、
：河
海
を
尋
ね
渉
つ
て
.其
の
動
植
物
性
資
料
を
發
見
獲
取
す
る
時
代
に
於
て
は
、
土 

原
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卿
代
の
財
產
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地
と
の
結
合
關
係
の
密
接
で
な
か
つ
た
事
は
當
然
推
定
し
得
る
。
即
ち
斯
か
る：

狀
態
は
、
土
地
が
所
有
の
.對
象
と
は
成
り
得
な
いO

併 

し
乍
ら
、
彼
等
が
發
見
せ
る
物
資
を
今
直
ち
に
採
取
獲
得
す
る
事
な
く
、
.後
日
の
爲
に
之
を
.保
留
す
る
必
要
を
感
ず
る
に
至
つ
て
、
事 

.態
はI
變
し
土
地
と
の
關
係
が
生
れ
る
。
先
に
論
.ぜ
る
如
く
人
類
が
生
き
ん
が
爲
に
は
、
其
の
勞
働
力
.と
生
、活
資
料
獲
得
の
手
段
が
絕 

S
的
に
必
要
で
あ
る
。「

人
出
勞
働
ヵ
と
物
的
坐
產
手
段
と
.の
社
會
的
關
係
1(

驻
ニ
七〕

は
社
會
を
決
定
す
る
が
故
に
、
生
產
手
段
た
る
土 

地
が
原
始
時
代
に
.於
て
何
人
に
屬
し
て
居
つ
ペ
た
か
と
去
ふ
事
は
？
療
始
時
代
に
於
け
る
社
會
を
.決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
動
産
を
宅 

地
、
«
取
區
域
、
狩
獵
.區
域
、
漁
‘撈
區
域
、
遊
收
民
の
領
地
、
農
軿
地
に
分
：け
、
以
下
此
れ
に
就
き
述
べ
ょ
う
。

丨

2

0宅
地
：
原
始
人
は
.漂
浪
的
坐
活
の
机
に
も
、
或
る
T
Hの
.場
所
を
稍
や
繼
續
的
に
.、
生
活
の
本
撳
た
る
住
居
の
場
所
と
し
て
占 

有
し
て
居
つ
た
の
で
あ
ら
う
靡
は
推
察
さ
れ
る
o
斯
か
る
場
合
、
宅
地
の
所
有
權
は
當
然
家
屋
の
所
有
權
と
に
は
密
接
な
關
係
が
#
す

る
。
さ
す
れ
ば
、
.

■
の
所
有
蓉
が
前
述
の
.如
く
不
靈
で
あ
る
が
故
に
宅
地
も
同
様
不
確
定
で
、
私
有
も
あ
れ
ば
典
有
も
あ
る
と
一
石 

ふ
琪
に
な
る
■ 
°

.

0

一)

採
取
區
域
此
所
で
先
づ
注
意
す
る
事
は
"
狩
獵
區
域
と
此
れ
と
を
嚴
密
に
區
別
し
得
る
もQ

で
な
く
、
只
何
れ
か
に
偏
道
的 

で
あ
る
場
合
を
指
ず
の
で
あ
る
。
此
の
採
取
生
活
を
主
と
す
る
原
始
人
は
、
多
く
は
漂
浪
生
活
を
爲
す
も
の
で
あ
る
が
、
全
く
天
浞
也 

角
到
ら
ざ
る
所
な
し
と
一
其
ふ
如
-<
に
漂
浪
す
る
の
で
は
な
く
、
或
る
ー
楚
地
域
內
を
漂
浪
す
る
の
が
一
般

で

あ
る
。
斯
か
る
地
域
を
採 

取
區
域
と
袞
ひ
、區
域
の
設
定
を
爲
す
場
合
.は
、「

彼
等
の
社
#
に
流
行
す
る
ク
ブ
ー
に
依
つ
て
興
の
目
的
物
の
存
在
す
る

場
所
に
、
他 

人
の
入
る
事
を
防
禁
し
、
其
の
場
所
の
排
他
的
安
配
的
支
配
權
を
主
張
す
る
の
行
動
を
採
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
斯
る
例
は
之
を
諸
方 

の
原
始
的
民
族
に
求
む
る
に
難
く
な
い
。U

ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
人
は
、
香
蒲
の
生
じ
た
る
沼
地
の一

區
を
所
有
せ
ん
と
欲
す
る 

時
は
、
其
の
地
區
に
棒
を
橄
て
べ
其
の
頂
に
革
束
を
結
び
付
け
て
置
く
と
.の
事
で
あ
り
、
地
米
の
■野
糧
取
民
に
於
て
も
咨
同
様
な

る
方
法
に
依
っ
て 

> 其
の
採
取
區
域
の
私
有
的
設
定
.が
行
は
れ
て
居
る
。」

£
 
ニ
八)

以
上
は
全
く
坐
命
維
持
へ
の
障
碍
へ
の
防
備
手
段
. 

と
し
て
表
は
れ
た
翦
は
.明
S
で
.あ
る
。
そ
こ
で
此
の
區
域
に
對
し
て
.は
、
.個
人
或
ひ
は
家
族
の
'所
有
權
が
存
す
る
事
に
な
る
。

C

三)

狩
獵
區
域
狩
獵
そ
の
i
の
の
性
質
か
ら
、
單
獨
の
個
人
的
狩
獵
.に
於
け
'る
私
有
的
な
獵
區
の
設
足
の
如
き
は
、
或
る
程
度
迄 

不
可
能
で
あ
り
、
其
故
に
獵
區
は
共
有
で
あ
る
と
主
衝
す
る
者
も
存
す
る
が
、
斯
樣
汝
主
張
は
全
く
歷
史
的
事
實
に
蕋
か
ざ
る
視
野
の 

狹
き
誤
說
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
即
.ち
獵
掘
の
私
有
"
家
族
有
の
事
實
は
嚴
然
と
そ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
.リ
ア
其
の
他
の
：地
に
發
見
せ
ら 

れ
、
ヴ
ヱ
，ダ
族
の
如
き
は「

各
群
の 

一
^
の
獵
區
を
有
し
ノ
其
の
中
で
各
男
子
が
彼
自
身
+の
土
地
を
有
す
る
の
で
あ
る
^
ハ
註
ニ
九)
の 

を
見
て
も
理
解
し
得
る
0
併
し
多
人
數
或
ひ
.は

--
.
定
の
部
族
が
之
を
行
ふ
.場
合
»
此
の
區
域
を
團
體
の
所
有
杧
歸
す
る
事
も
あ
る
。(

註 

三
〇〕

斯
か
る
獵
戚
設
定
の
理
由
は
、屢
1
前
述
せ
.る
如
く
、
自
己
生
命
維
持
と
自
己
滿
足
の
本
能
に
存
す
る
。
即
ち
此
の
場
合
は
人
口 

の
增
殖
に
對
す
る
獲
物
の
減
少
又
は
獲
得
の
困
難
と
云
ふ
事
に
あ
り
、'
此
の
事
が
獵
場
所
有
の
權
利
觀
念
を
强
化
し
て
行
く
傾
向
を
强 

め
る
も
の
で
あ
る
と
云
へ
る
。
斯
か
る
傾
向
の
例
證
は
幾
多
の
原
始
人
中
に
於
て
發
見
せ
ら
れ
る
o例
べ
ば
中
央
濠
洲
に
於
け
る
或
る
も 

の
は
部
族
の
集
合
所
有
と
認
め
ら
れ
、
部
族
員
は
自
由
に
狩
観
し
得
る
の
，で
あ
る
が
、
他
部
族
は
許
可
な
く
し
て
は
そ
の
中
で
狩
獵
し 

得
な
く
、境
界
は
常
に
看
視
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
所
有
權
は
部
族
の
.祖
先
の
靈
が
ひ
そ
ん
で
居
る
所
の「

ア
ル
チ
エ
.リ
ン
.5
1
0

, 

皆g
a

と
結
び
付
け
て
考
へ
ら
れ
て
居
り
、c

骷
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ル
ク
ン
ゼ
ン
サ
リ
ツ
シ
人
、
ト
リ
ン
キ
ー
ツ
人
、
ヴH

ダ
族
等
各
々
其
の
獵
區
を 

有
し
て
居
る
,0
_

註
ニ
七
ロ
ー
ザ
•
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
#
、
佐
野
文
夫
譯r

經
濟
學
入
門
U
一
八
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V
; 

,

以
：上
の
例
證
を
見
れ
ば
、
獵
區
は
個
人
有
又
：は
家
族
有
が

I

、
'耳
っ
.氏
族
、
部
族
の
支
配
に
屬
す
る
場
合
が
あ
る
事
を
知
る
。
斯 

様
な
獵
區
に
對
す
る
所
有
關
係
は
如
何
に
說
明
さ
れ
る
可
き
で
あ
る
か
。

.

.ィ
'ホ
ッ
プ
.ハ
か
ス
は
次
.の
如
く
.こ
れ
に
就
い
て
說
明
を
荩
し
て
居
る
0售
ー
|
5

「

不
幸
：に
し
て
其
の
證
據
が
全
て
不
明
瞭
1
あ
り
疑
は 

^
い
.
.或
る
場
合
^
自
治
體
の
.11
地
保
有
'̂
確
か
に
存
在
す
る
0」

.即
ち「

セ
■ン
ト
ラ
.ル
*
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
_の
場
合
は
、r
^
3
-
^
\

:■
の
.近
憐
の
■
族
に
依
.つ
て
認
め
ら
れ
た
境
界
を
有
す
る
旣
知
.の

領
域
を
有
し
S「

其
の
區域！

：

に
於
て
は
全
く
個
人
的
財
あ

が

』

7*
在

し

 

な
.'>
の
...
で
あ
-る
L
.
.
.
そ
れ
故
に.

「

也
.の
區
域
は
幽
體..の
：*
同
財
產
で.あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

」

而

し

て「

狩
獵
民
.の
間
に
於
て
全
く 

自
治
體
の
財
產
を
否
定
す
る
人
々
：は
、

,

そ
れ
七
財
產
と
呼
ば
ず
に
銃
治
權s

o
v
e
u
g
n
t
y

と
名
付
け
る
事
に
族
つ
て
此
の
様
な
場
合
を 

只
處
11
し
得
る」

も
の
で
あ
る
.0
確
か
に「

此
の
圑
體
は
、
.木
質
上
自
治
的
單
位
で
あ
る」

が
' 
併

し「

此
の
段
階
に
於
て
は
政
^
勺 

銃
制——

斯
様
な
.表
言
が
許
さ
れ
名
な
ら
ば——

と
財
產
權
と
は
區
別
さ
れ
て
居
ら
な
い」

の
で
あ
つ
て
、「

斯
か
る
區
別
は
社
會
的
發 

'股
に
.於
け
る
比
較
的
最
.近
の
段
靈
塞
に
存
在
せ
ず
、
而
し
て
塞
な
區
別
は
社
會
的
に
醫
な
繁
を
見
ず
に
常
に
爲
し
得

る

か 

巧
か
疑
問
で
あ
る
。
如
何
な
る
場
合
に
.於
て
も
、
土
：地
の
有
力
な
支
配
は
團
體
の
手
中
に
存
す
る
。

如

何

な

る

個
々
の
成

員

も

、

圑

體

 

が
全
て
他

Q

f
對
し
包
括
的
雛

利
を
有
し
、
而

し
て
此

Q
權

利

が

®

Q

人

I

っ
，
て

認

め

ら

れ

.
て

居

る

間
は
、
團

體

に
對
し
て
包
括 

的
榕
羽
を
有
し
な
い
の
で
あ

る

。

」

其

故
に「

我

々

は
此
を
共

同

所
有
權
と
呼
ぶ

.

事
を
拒
み
得
な
い
の
で
あ
る
。」

「

併
し
此
の
事
は
全
て 

の
場
合
で
は
な
い
。」

f

:
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
他
の
場
所
に
於
て
、個
人
の
獵
師
及
び
彼
の
家

族

に

依

っ

て

土
地
が
所
有
さ
れ
て

居

る

場 

合
を
見
姐
し
得
る
。(

中
略)

各
團
體
は

|
定
の
谶
區
を
有
し
、其
0.
區
域
內
で
各
個
め
男
子
は
彼
_
身
の
土
地
を
有
す
る
0
七

の

土

地

は
|£
規
の
.相
續
に
依
つ
て
子
孫
に
移
る
。
併
し
土
地
が
本
來
の
相
續
人
に
或
ひ
は
他
の
何
人
に
か
與
へ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
團
體
の
各

成
年
男
子
の
賛
同
に
依
.つ
'て
の
み
決
定
さ
れ
得
る
。
此
の
場
合
、

直
接
の
所
有
權
は
個
人
的
で
あ
り
、

其
の
秀
で
た
る
所
有
權the

eminent 
6

§

§

§
は
團
體
に
存
し
て
：居
る
事
は
明
.ら
か
で
あ
る
。
團
體
の
支
配
は
、-
土
地
に
接
近
，す
る
權
利
が
其
の
團
體
の
虫
れ

な
が
ら
の
成
員
で
あ
る
人
々
.の
爲
に
支
持
さ
れ
る
と
尹
ふ
重
要
點
を
確
保
す
る
？
此
の
原
則
が
支
持
さ
れ
る
限
り
、
土
地
は
自
治
體
の

財
產
：で
あ
り
得
、.
或
；ひ
は
個
人
助
財
產
で
あ
b
得
、
或
ひ
は
更
に
兩
#
の
混
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
得
る
O
J

,

斯
猶
に
彼
は
共
有
の
.是
認
と
同
畤
。に
：私
有
の
#1

を
.も
.爲
す
が
、
窮
極
は
大
は
部
族
有
、
小
は
地
方
的
群
又
は
氏
族
の
所
有
に
歸
す 

る
も
.

0-'

が
多
い
.と
す
る
o.

.
■
■V
I「

オ
：丨
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
的
團
體
は
、鹏
大
さ
れ
た
家
族
と
同
様
で
.あ
る
.位
小
'5
な
も
の
'で
あ
る
か
ら
、
家
族
と
團
體
の
所
有 

權
は
相

^
に
..成立
す
.る
1(

註
_三
三)

事
を
知
れ
.ば
、
.1
概
に
共
有
を
主
張
し
得
な

^
^
^他
方
此
の
：狀
態
を
1領
有」

と
.沄
ふ
概
念
で
說
明
す 

る
■も
.の
が
ぎ
る
o (

註ills::

區

域
の「

得
喪
が
武
力
一
に
依
0
.て
行
は
れ
、
實
カ
を
以
て
し
な
け
れ
ば
之
が
保
有
を
護
持
す

る

能
は
ざ

る 

が
如
き
も
の
を
、
所
有
の
不
動
酿

^
凫
る
事
が
果
し
て
逾
當
ヤ
あ
.る
か
、
頗
る
.疑
問
と
'せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

」
「

奪
し
所
有
と

 ̂

ふ

觀

特

定

の

主

體

(0
'特
定
の
.目
的
物
.に
對
す
る
排
外
的
支
配—

が

,%
社
會
的
に
：認
め
ら
：れ

.て
居
つ
-€
、
實
カ
を
以
て
亡
ざ
る
も
、
 

他

±
り
其
が
奪
は
れ
た
り
盜
ま
れ
た
り
せ
；ぬ
.と
污
ふ
事
.の
成
立
せ
る
制
度
を
意
味
し
、
若
し
も
之
を
盜
み
又
は
新t

ふ
場
合
は
、

タ
ブ
1 

破
り
と
し
'て
.天
調
を
受
く
る
か
、
又
は
其
の
社
會
に
於
て
道
德
的
又
は
法
律
的
制
裁
が
.加
；へ
.ら
れ
る
と
会
ふ
事
に
依
り
て
、
：
 ̂

が
防
が
れ
る
.:
?
>
:
の
：：で
な
け
れ
ば
な
ら
：な

い

の
に
ソ
左
樣
ぶ
瀋
が
無
く
し
弋
氏
族
戈
は
部
族
の
實
カ
を
以
て
侵
犯
：が
防
謹
せ
ら
る
、
其
等 

Q
.

獵

腐
-

a
、
所
有
.の
■
畠

を
以
て
取
扱
は

る
可
き

で
は
あ

る

^

い

。

」

是
は
要
す

る
に
、«

の
圃
蟫
の「

t e

治
的
性
質
を
何
と
決
定
す
る 

か
叱
'#
る
問
題
.で

.'
其
等
.の
|

.0
が
政
治
的
杧
、
：>

^
大
な
.る
も
の
0
統
制
支
配
を
受
け
て
居
ら
ぬ
な
ら
ば
、
其
れ
は
：幼
稚
な
が
ら
一 

原
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ン

の

獨

.立

耀

で

あ

っ

て

、

其
の
支
配
す
る
土
地
は
之
を
領
域
と
見
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
之
は
幼
稚
な
が
ら
公
決
的
#
在
で
あ 

:o
.て
.•：之
を
私
法
的
な
る
共
有
地
と
見
る
*
は
；恐
ら
く
見
當
違
ひ
で
*領
有
と
見
る
可
き」

で
あ
る
P「

即
ち
成
族 

:な
政
治
的
獨
立
耀
が
實
ヵ
を
以
て
古
有
し
守
護

:̂
る
地
域
の.上
'̂
自
由
に
狩
獵
を
行
ふ
の
：
で
あ
っ
て
、
.或
地 

保
す
る
と
云
ふ
機
f

Q
で
は
な
い
の
で
あ
：る
か
ら
、
之
を
領
域
と
見
る
か
又
は
其
れ
の
幼
稚
な
る
形
式
で
あ
る
と
認
む
る
方
が
適
當 

で
あ
ら
う
し
と
衰
ふ
の
で
あ
る
^
前
述
わ
主
張
は
ノ
所
有
權
の
社
會
例
承
認
の
有
無
に
侬
っ
て
、
財
產
な
り
や
否
や
を
決
宛
せ
ん
と
す 

.る
も
の
で
あ
る
'が
、
' 私
見
に
依
れ
ぱ
、1
財
產
.な
.''
|
3や
否
や
を
决
定
す
る
も
の
«
、
W
有
の
事
實
0
有
無
で
あ
っ
て
、
..
所
有
を
保
護
す
る 

も
の
0
何
た
：る
か
に
依
存
す
る
も

.の
で
は
な
い
0
所
有
は
自
力
に
依
つ
て
で
あ
ら
う
沾
公
的
社
會
的
カ
迄
侬
っ
て
で
あ
ら
う
と
、
問
題 

で
は
^
い
。
社
會
的
に
保
護
さ
れ
て
居
る
か
.否
.か
に
依
っ
.て
.領
有
と
所
有
と
を
區
別
ず
る
事
は
、
所
有
.の
本
質
と
矛
盾
す
る
O
U領
有
も 

，所
有
P

ー.形
態
で
あ
る
0
而
か
も
私
有
の
：範
疇
に
入
る

.？
何
故
な
ら
ば
領
有
の
事
實
を
對
外
的
に
見
れ
ば
、
他
の
所
有
の
琪
實
と
 ̂

係
は
私
有
關
係
で
あ
る
か
ら
。
此
の
說
が
所
有
と
ー
23
:
.ふ
事
に
..は
、
社
會
的
に
其
れ
が
保
護
：さ
れ
る
事
を
必
要
と
し
て
居
る
點
が
篇
問 

題
と
成
る
の
で
あ
っ
て
、
私
見
で
は
社
會
的
保
證
は
所
有
の
：絕
對
的
要
素
で
な
い
と
考
べ
る
。
其
故
此
の
主
張
に
は
賛
成
し
得
な
く
、 

此
の
獵
域
を
財
產
と
認
め
る
の
；で
あ
る
。
然
ら
ば
共
有
で
あ
る
が
否
か
、此
の
問
題
の
：解
決
の
：鏈
は
、其
の

團

髌

.

の
繁

分
子
に
依
る
と 

，
思
ふ
。
其
の
團
體
が
家
族
或
ひ
は
家
族
的
な
も

.

の
で
あ
る
‘か
否
か
が
所
有
形
態
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
0'元
來
狩
獵
を
な
す
原

始

人

は

、 

.獲
物
は
僅
少
で
あ
っ
，て
、常
に
飽
食
鼓
腹
す
る
事
は
出
來
ぬ
狀
熊
C5

一
五)

.
で
あ
る
爲
に
、彼
等
は
多
數
の
群
を
浩
ぶ
事
は
出
來
ず
、
大 

低
パノ..數
の
人
員
を
以
て
麗
を
構
成
し
て
居
っ
た
の
セ
あ
る
か
ら
、
ォ

1

,

ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
的
團
體
の
そ
れ
の
如

く

、
家

族

或

ひ

は

家 

族
的
方
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。其
故
に
獵
域
も
個
人
有
或
ひ
は
家
族
有
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
士
考
へ
る
の
で
あ
るO

(

四
：
> ¥
巷

域

.
漁

靈

域

為

し

て

窠

菟

分

f

硏
究
が
f

 

.
れ
て
_居
ら
ず
、
僅
少
な
例
證
を
有
す
るQ

み
芸
阴
條
で
b

る
。
漁
撈
は
狩
獵
に
比
し
て
其
の
性
質
上
不
動
產
の
目
的
と
し
て
の
可
能
性
が
稍
や
深
い
と
思
は
れ
る
。「
北
米
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー 

ス
ト
に
於
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
特
に
其
の
ル
タ
ン
ゼ
ン
サ
リ
ツ
ジ
族
に
は
十
二
の
氏
族
が
あ
り
、
各
-氏
族
は
海
岸
及
び
河
岸
に
於
て 

各
自
の
漁
場
を
有
し
て
居
る
J
S三
六)

而
し
て
傲
同
的
に
之
を
行
ふ
が
如
き
場
合
に
於
て
は
、
自
ら
乂
漁
區
な
る
も
の
は
其
の
團
體
に 

歸
屬
す
る
事
に
成
る
が
、
そ
れ
が
共
有
で
あ
る
か
家
族
有
で
あ
る
か
は
、
前
述
の
如
く
其
の
團
體
の
：襁
成
分
チ
に
依
っ
て
決
定
さ
る
可 

き
で
あ
る
。

■ (

f
t

)

遊

牧

民

の

，
領

地

.
遊
牧
民
は
夏
は
北
し
冬
は
南
し
て
適
時
適
所
を
追
ふ
て
移
動
し
、
斯
く
す
る
事
に
依
っ
て
の
み
漸
く
食
物
供 

給
の
繼
絕
を
免
る
V
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
か
ら
、
短
時
問
的
|€
見
る
な
ら
ば
流
轉
放
浪
の
旅
を
し
て
居
る
が
、
長
時
間
的
に
見
る
な 

ら
ば
略
ぼ
成
る
ー
定
の
範
圍
に
往
來
し
て
居
る
の
が
解
る
？
此
れ
ょ
り
見
れ
ば
、
狩
獵
區
域
、
採
取
區
域
に
比
較
し
て
、
其
の
範
圍
が 

頗
る
廣
大
で
あ
0
、
從
っ
て
前
ニ
者
に
比
し
其
の
領
地
に
對
ず
る
緊
密
度
も
茜
だ
泜
い
も
の
で
あ
る
と
雖
も
、
略
ぼ
一
定
の
領
土
を
有 

す
る
も
の
と
云
へ
る
。
又
收
獸
を
養
ふ
萆
厨
の
確
保
及
び
冬
季
に
於
け
る
幾
多
の
條
件
の
具
は
れ
る
幕
營
地
と
耷
っ
た
點
か
ら
、
或
る 

程
度
の
土
地
と
の
結
合
が
#
す
る
わ
け
で
あ
る
。.即
ち
略
ぼ
四
、
五
拾
人
位
の
群
團
の
首
領
は
、
夏
冬
ニ
季
に
.幕
營
を
な
し
彼
等
の
領 

地
と
認
め
ら
れ
て
居
る
場
所
を
定
財
產
と
し
て
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。(

註
-
七
：

T

 

誰
三 
ニ 

L. T. Kobhouse, ibid, P
.
1
3
,
1
4
,
15>

註
三
三
前
褐
書

5

頁 

、
 

.註
三
四
田
崎
仁
義
著
ニ
般
經
濟
史」

三
八
三
丄
1
_
!
八
3£
頁

'

註
■三
a

H

ル
ン
ス
.ト
•ゲ
ロ
ッ
セ
ー
著
、河
田
嗣
郞
譯「

家
族
の
形
態
と
經
濟
の
形
態」

ニ
ー
一 
頁
*,一一
 

ニ
1[
。ホ
££
.榮
次
郞
著「

經
濟
災
概
論」

1

四
ニ
莨
。

田
村
消
著
"財
產
独
化
#
L
七
七
頁
0
カ
ノ
ル•ビ
ユ
ー
ヒ
ャ
ー
著
、
權
田
保
之
卟
|
^

「

經
濟
的
文
阴
史
論」

ニ
〇
頁 

原
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時
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產
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八

セ
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四
ニ
七
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註
三
六
田
崎
仁
義
著
前
揭
憲
ー

『

八
七
.頁
：
，
:

-

 

.
 

•

.

.

:

■碧
：

1

七
同
上

.
三
ニ
宄
頁
.
一

(
六)

農
耕
地
：
.從
來
の
學
者
殊
忆
社
會
主
義
者
0
1團
は
、.原
始
的
農
耕
地
は
共
有
財
產
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
の
見
解
を 

支
持
し
て
居
る
.。
人
智
の
發
達
、
人
ロ
の
增
火
、
其
に
伴
ふ
生
活
-̂
料
の
不
足
缺
乏
等
に
恶
2
し
て
農
業
の
勃
興
が
見
ら
れ
る
の
で
あ 

る
が
、
其
の
直
接
的
條
件
は
定
着
に
存
ず
る
事
は
當
然
で
あ
る
。
併
し
放
浪
的
な
採
取
、
符
獵
及
び
牧
畜
の
_

の
胎
内
に
、
漸
次
的 

に
農
業
開
始
の
爲
め
諸
前
提
の
出
現
を
見
た
の
で
あ
づ
て

、

此
の
事
が
定
着
へ
の
移
行
を
强
く
助
長
し
.た
と
考
へ
辱
る
o
尤
も
斯
く
述 

ベ
た
定
谱
へ
の
要
内
が
、
全
，て
の
定
着
の
場
合
の
：そ
れ
に
一
致
す
る
も
の
で
な
く
、
採
取
0
牛
：
活
か
ら
.直

接

春

し

て

農

軿

を

行

ふ

場 

合
も
#
す
れ
ば
、
狩
獵
か
ら
■
接
に
移
行
す
る
の
も
お
る
の
で
あ
る
。
農
耕
を
定
住
定
着
の
條
件
と
爲
す
も
の
も
あ
る
が
、
牧
畜
^
の 

領
地
ノ
改
獵
贤
域
、
漁
勝
區
域
等
に
就
い
て
述
.べ
た
際
に
、
旣
に
何
想
農
_
を
知
ら
ぬ
狩
織
' 
漁
播
、
牧
畜
民
が
或
る
程
度
{機
し
て 

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
し
て
も
農
業
は
定
住
の
前
提
で
は
な
く
'
宛
：
こ
そ
農
#
の
前
提
な
o
で
あ
る
。
例
へ
ば

北

米

西

北

部

 

の
海
岸
に
於
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
繼
獮
族
チ
ヌ
ク
人
S

三
.八
y
o;
如
き」

、「

ォ
.
1ス
ト
ラ
リ
ア
人
マ
.
1フ
ッ
シ
ユ
メ
ン
族」

C
盼
て 

此
の
事
が
見
ら
れ
る
。.農
耕Q

初
發
的
動
機
を
貯
藏
せ
ん
と
す
論
濟
的
意
志
S

き
、
定
着
を
蓉
繁
と
しV. 、

其Q

條
中
と
し 

な
い
碧
！九)

事
は
、
11
{
酷
を
得
た
も
の
で
な
い
。
農
耕
の
初
發
的
動
機
は
貯
藏
せ
ん
と
す
る
憲
.で
は
な
く
、
人
智
の
發
達
、
人
口 

の增大其に俾ふ

'̂
'
活
資
料
の
不
足
缺
泛
等
に
寒
因
し
、
之
^J

定
着
と
の
結
合
に
依
つ
て
、
農
耕
の
發
坐
を
見
た
と
解
す
可
き
で
あ 

る
。
併
し
乍
ら
農
朝
聞
始Q

初
期
に
於
て
は
、
定
震
住
し
た
と
は
云
へ
、
其Q

S
Q

生
產
カ
減
退Q

爲
に
永
久
的
な
そ
れ
は
不
可 

能
で
あ
る
が
故
に
、
漂
浪
的
性
質
を
有
せ
る
循
環
農
法
で
あ
り
、
從
つ
て
其
の
耕
地
に
對
す
る
所
有
關
係
も
未
だ
■完
全
な
域
に
達
し
て 

居

ら

ず

一

時
的
所
有
の
形
態
で
^
つ
た
。
此
の
循
環
農
法
は
中
ル
ギ
ス
人
の
間
に
於
け
る
ス
テ
ツ
ブ
スQ

#

作
や
、
南
露Q

農
民
、

印
度
、k

g
r

タ
シ
ト
ス
時
代
の
：ゲ
ル
：マ
ン
人
、
シ
A
フ
エ
ロ
ボ
ー
ル
地
方
の
タ
ー
タ
ル
.族
、
ブ
リ
ア
ー
ト
人
、
南
米
の
デh

ス
人
"

 

熱
滞
阿
佛
利
加
の
ズ
ー
ル
ス
人
等
の
間
に
於
て
發
見
せ
ら
れ
る「

全
世
界
至
る
所
の
原
始
農
業
の
特
徵
で
あ
る
,°(

驻
四
〇〕

其
故
に
此 

の
循
環
農
法
の
下
に
於
て
坐
ず
る
土
地
と
の
.關
係
は
、
前
述Q

:

如
く
'「一

時
的
所
有
で
あ
っ
て
、
財
産
で
は
な
い
。
土
地
が
充
分
に
杯 

す
る
場
合
、
耕
作
者
は
彼
の
加
べ
：た
勞
ヵ
に
對
す
る
報
酬
を
受
け
取
ら
ぬ
間
、
其
の
耕
作
地
を
保
持
す
る
事
に
於
て
利
害
關
係
を
宿
す 

る
0(

中
略)

彼
が
自
分
の
.勞
働
の
.成
艰
を
收
め
、
消
耗
し
盡
し
た
土
地
を
放
棄
し
た
場
合
'
典
の
後
其
の
土
地
が
种
び
占
有
さ
.れ
る
か 

否
か
は
、
彼
に
と
っ
て
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。」

£

四
1
.〕

而
し
.て「

人
口
の
增
加
と
共
に
此
の
粗
放
的
制
度
は
放
棄
さ
れ
、
集
約 

農
法
に
依
っ
て
代
位
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。(

中
略)

休
耕
地
は
自
然
の
狀
態
に
放
漿
せ
ず
に
肥
料
が
施
さ
る
、
に
至
っ
て
益
i
土
地
と 

耕
作
客
と
の
關
係
は
永
續
的
な
も
の
と
成
り
、
年
々
の
收
穫
は
彼
の
^
力
に
對
す
る
報
酬
の
み
な
ら
ず
、
數
年
後
に
は
彼
(O
'
投
資
々
本 

の
囘
收
を
も
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
,0C

胜2

ニ)

斯
か
る
傾
向
は
.「

ゥ
ス
ト
力
ー
メ
ン
ゴ
ル
ス
ク
地
方
の
キ
ル
ギ
ス
人
/
 

r

ク
ス
ト
ネ 

ィ
ス
ク
地
方」

、「

ブ
9
 T

丨
ト
人」

.等
の
間
に
於
て
見
ら
れ
る
。
斯
く
し
て
循
環
農
法
が
放
棄
さ
れ
て
集
約
農
法
が
代
位
す
る
に
及
ん 

で
、

的
占
荷
が
永
久
的
な
所
有
權
の
忡
質
を
取
ゥ
、
此
所
に
土
地
に
對
す
る
•完
全
な
所
有
權
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。8

四
ー
0
 

軿
地
所
有
の
發
坐
經
路
は
、
原
始
人
の
生
活
形
態
が
氣
候
風
土
等
の
相
異
に
.依
っ
て
不
均
一
'で
あ
る
が
故
に
、

一
般
的
に
は
云
へ
な 

い
が
，
大
別
す
れ
ば
次
の
ニ
徑
路
で
あ
る
と
思
ふ
。

''
:

ン 

.00 

.

植
物
的
資
料
獲
得
を
主
要
な
.る
經
濟
坐
活
と
す
る
民
族
が
定
着
後
農
耕
を
爲
せ
る
場
合 

0
1
:)

' '.

動
物
的
資
料
獲
得
を
主
要
な
る
經
濟
坐
活
と
せ
る
民
族
が
定
着
後
農
耕
を
爲
せ
る
場
合

(

■)
.

當
時
與
子
は
一
般
に
、
..狩
獵
を
矹
に
沒
頭
し
て
軿
作
等
に
は
關
係
せ
ぬ
爲
に
、
奪
ら
そ
れ
は
女
子
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
居
っ 

た
。
從
っ
て
其
の
所
有
が
女
に
屬
し
て
居
た(

誰
‘四
四〉

と
推
宠
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
其
の
技
術
、
道
具
等
に
於
て
は
極
め
て
幼
稚
で
あ 

原
始
時
代
の
財
產
制 

八

九

(

四II

九)
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九
o 

(

四
三
〇〕

.

.0

て
.、'
充
分
能
率
的
で
は
あ
り
得
な
か
づ
た
と
思
は
れ
る
が
、
人
智
の
麗

人

’：ロ
の
漸
次
的
：增
加
V
.其
に
伴
ふ
，_

資
料
の
不
足
と
は
、

農
耕
の
發
展
.を
促
進
せ
し
S

の
缺
管
補
は
'と

たc

兹
菩
で

.‘到
底
女
人
の
I

は
充
.分
な
.る
目

的

遂

行

が

不

可

I

子
.
0勞
力
が
要
望
せ
ら
れ
て
開
墾
事
業
に
.

I遂
に
は
農
業
に
尊
任
す
る
に
5

た
の
で
斯
く
成
る
に
從
っ
て
當
然
耕
地
の
所

有
權
は
女
；子
ょ
り
與
子
に
移
行
す
る
の
で

.ぎ

o
:何
故
其
S

初
_

|

當
者
は
女
子
で
あ
っ
た
か
に
就
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
^

其
の
經
濟
篇
動
が
女
性
的
、
：_

的
で
I

事
、
女
性
と
し
て
の
最
も
重
要
な
特
性
た
る
母
性
に
關
聯
す
る
事
に
依
っ
て
此
の
點
を

解
明
せ
ん
と
す
る
I

f

る
。

併
し
此
の
様
に
女
子
丈
.で
始
め
ょ
り
行
は
な
か
っ
I

合

も

孪
I

ら
*

其
め
理
論
は
齊
遍
的
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
o
.其
故
に
農
業
と
女
性
と
の
‘密
接

な

關

係

の

場

合

禪

し

た

と

云

ふ

事

實

.の
み 

で
其
の
根
據
は
不
明
で
あ
る
。

パ 

ン

i

a

o
氣
候
の
激
變
資
料
の
缺
乏
又
は
他
民
族
と
s

f
 

.
び
壓
迫
等
に
依
っ
て
、
今
迄
狩
獵
又
は
收
畜
に
依
っ
て
生
計
を
立
て
て 

居
っ
た
民
族
力

f

Q
可
能
な
地
方
へ
移
動
し
-
其
の
土
地
を
先
古
し
或
ひ
は
其
の
地
方
の
先
住
民
族
を
征
服
麗
し
て
定
着
し
b 

後
、
農
f

營
む
場
合
が
あ
る
。
從
來
斯
様
な
耕
地
所
有
の
视
路
を
以
て
f

一
 

般
的
な
も
の
と
し
て
主
張
す
る
紫
が
多
い
が
、
併
し 

^
の
扼
路
M

0

へQ

徑
路
の一

で
あ
っ
て
全
て
で
な
い
事
は
、
.幾
多
の
民
族
の
歷
史
に
徵
し
て
明
瞭
で
あ
る
。(

課n

七)

註三八パクロブスキー監修、

e

十
川
1
S譯「
世
界
原
始
經
濟
皮
し
一
六
四
頁 

註
三
九K. A. wietfogel .

前
揭
臀
三
七
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註
四
0

'

註
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ぎ
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F
o
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i
o
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v
i
i
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 c
i
m
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.
p
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1
4
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17.

註
四
四
田
崎
仁
義
著
前
揭
雪一

九
一
頁

，註
四
五
田
崎
仁
義
著
前
掲
書
第
六
章
、
第
三
章
一
七
九
頁
ょ
り
。

林
要
著「

猿
と
人
間
と
社
會」

一

ニ
ニ
頁
。
.
エ
ル
ン
ス
ト
气
ヶ
ロ
ッ
セ
ー
著 

.•

前

揭

書

.ニ
ニ

 

ニ
頁
、
ニ 
五
三
頁
以
下
。

Paul 

L
t
g
u
e
,

 ibid, P. 37, 3
S
.
;

;

註
四
六
田
崎
仁
義
著
前
掲
書
一
八
〇
頁
。

，

註
四
.七

_林
要
著
前
揭
書
_ニ
ー
六
頁
。

田
崎
仁
義
1

刖
揭
書
三
九
〇
頁
。

伊
福
部
隆
輝
著「

現
代
都
市
文
化
批
判』

九
頁
.

農
耕
地
の
所
有
に
關
ず
る
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
の
說
に
依
る
と
或
る
人
が
開
墾
し
.た
土
地
は
其
の
人
及
.び
其
の
家
族
に
屬
す
る
が
、
其
の 

私
有
財
產
は
只
單
に
所
有
の
_權

利

以

上

の

，
も

の

で

あ

b
得
な
い
9
ハ
中
略)

未
開
墾
地
は
圑
體
..に
屬
し
、
何
人
に
も
開
墾
の
爲
に
公
開
さ 

れ
て
居
る
。
其
故
に
一
時
的
個
人
所
有
と
永
久
的
共
同
所
有
權
と
が
存
す
る
^
中
略)

耕
作
が
發
達
し
更
に
_
め
的
に
な
る
と
、

一
時 

的
古
有
は
永
久
的
の
も
の
と
な
る
。(

中
略)

併
し
乍
ら
耕
地
の
保
持
は
侗
人
が
す
る
の
で
な
く
、
家
族
又
は
血
族
が
す
る
の
で
あ
る
。 

(

中
略)

.土
地
が
血
族
.の
瓦
解
で
か
或
ひ
：は
軿
作
の
發
展
の
..直
接
の
結
果
の
爲
か
.の
何
れ
.か
で
、
與
子
の
個
人
的
财
產
と
認
め
ら
れ」

た 

後

も「

命
社
會
は
あ
る
高
い
權
利
と
支
配
力
I

例
へ
ば
外
部
の
人
へ
'の
讓
«
を
禁
じ
得
る
等
1
.

と
を
有
し
て
居
る
し
鐵
四
6

と
云 

ふ
の
で
あ
る
。
屢

A/

述
べ
：た
如
く
團
體
が
家
族
又
は
家
族
的
な
.%-
0
、で
あ
.る

：
か

否

が

：に

問

®
は
.依
存
す
る
と
.思
ふ
。
此
の
圑
體
が
家
族 

又
は
家
族
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
此
o
團
體
.の
土
地
所
有
關
係
を
共
同
所
有
權
と
敢
ベ
て
S
ふ
必
要
は
#
し
な
い
。
右
の
ホ
ッ
プ 

ハ
ウ
ス
の

㈣

べ
て
居
る
も
の
は
、
♦̂ 

Q

家
族
內
に
於
け
：る
所
有
關
係
と
同
檨
の
如
く
思
ば
れ
る
。
.若
し
圑
體
が
家
族
で
な
パ
.な
れ
ば
、 

上
述
の
如
き
狀
態
は
恰
も
現
今
の
國
家
と
私
人
と
0
所
有
權
に
就
い
て
の
關
係
と
異
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
其
故
に
何
れ
に
し
て
も
共
有 

と
此
の
狀
態
を
稱
す
る
は
當
を
得
：な
い
と
考
へ
る
。

.

■

此
の
時
代
に
於
け
る
農
耕
地
：を
共
同
財
產
で
.あ
る
と
.主
張
す
る
學
者
は
、
复
ゲ
ル
マ
ン
民
銜
の
マ
：ル
タ
、
諸
々
の
共
有
地
*

ミ
1
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始
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代
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財
産
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.

 

九
ニ 

(

四
三
ニ)

ル
I

列
擧
し
I

說
を
籠
付
け
S

る
。
：管
ば
艰
し
I

等
f s

共
同
、
i

の
.制
度
で
ぁ
づ
た
で
I

ぅ
か
。..

「

ぺ
マ
ル
ク
、」.

デ
：丨
i

ル
♦
フ
ォ
ン
•
マ
ウ
ラ
ー
は
マ
ル
ク
に
就
^
て
.左
の
：如
く
述
べ
：て
替
る
°

'.「
ゲ
ル
マ
爲
族
に
於
て
、
，：8

地
^

 

此
S 

好
的
マ
ル
ク
は
共
同
に
.保
有
さ
れ
：
$

定
：の
_

か

裏

立

っ

裏

る
o.

其

の

毐

は

费
^
 

L
 

け

.其
の
#
作
者
は
.マ
ル
ク
共
產
體
を
形
造
っ
た
奚
ゅ
惠
地
靡
、の
當
^

斯
I

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
マ
ル
ク
I

し
て
.は
、
b

彳
ザ
丨
の
f

ア
戰
記
及
び
タ
シ
ト
ス
0

?

ァ
等
の
古
書
に
依
っ
て
の 

み
知
り
得
る
6',
 

^

 

.

「

シ
丨
サ
1
.の
見
た
る
頃
の(

.西
紀
前
五1

1
1

五
一
.
年)

I

マX

人
は
，
狩
獵
及
び
牧
畜
集
業
と
し
且
っ
戰
部
を
取
要
な
る
仕
事 

と
し
て
居
り
、
農
業

1

$

、

.

食
物

f

ル
タ
、
f

ズ

灣

等

.で
ぁ
っ
て
穀
食
す
る
事
少
な
く
、
土
地
の
私
有
的
又
は

別

々

の

保 

有
が
な
く
、
.：耳
っI:

年
以
上
同
.

一

の
地
.
S

ず

暴

募

.さ
れ
.
S

狀
況
I

っ
た
。為

慕

r

各
市
區(

c
l

^

の
首
長
は
自
分 

等
の
み
が
耕
地
の
所
有
諸
で
ぁ
る
様
に
耕
地
I

横
に
處
分
し
た
o(

璧

I
)

こ
れ
を
f

ば
彼
の
s'r

決
し
て
マ
ゥ
H

 

信
舉
者
が
考
へ
；る
樣
な
.マ
ル
ク
0
記
述
.で
な
い
。」 (

璧

ニ
)

'

,

謎
四
八 

L
，
T
.

 

Hobhouse, ibid, p，
1647.
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註
ぶ
〇
田
s

義
普
：

「.一

鐘
濟
史J 

Uj

丸
セ
頁
、
四
〇
〇
頁
。

福
田
德
_

前
揭
書
第
三
卷
三
ニ
七
頁
以
下

fi
*
五一

、
五 
ニ

；

Fustel De Coulanges, ibid, P. 5. 

f
 

「

タ
シ
ト
ス
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
は
前
者
に
後
る
、
こ
と
約
百
五
十
年
に
書
れ
た
も
の
で
.、

こ
れ
に
依
る
と
男
子
は
尙
家
事
や
耕
作
を
婦 

女
子
に
委
ね
.て
.戰
#
に
從
事
し
て
居
た
が
、
然
し
彼
等
は
，既
に
村
邑
を
な
し
て
定
住
に
入
つ
て
居
た
。
宅
地
の
周
圍
に
僅
が
.乍
ら
園
圃 

も
持
つ
.て
居
た
。
酋
長
に
は
家
畜
と
穀
物
と
.を
平
貢
と
し
て
納
め
.た
i
あ
る
に
依
つ
て
考
ふ
れ
ば
穀
作
が
前
の
時
代
よ
り
は
餘
程
重
要 

な
ち
の
-<
?
:な
つ
て
居
た
事
が
知
ら
れ
る
0 : 
土
地
は
百
姓
の
數
と
身
分
と
：；に
應
じ
て

.

.一
々
P
百
姓
に
割
當
て.ら
れ
、
且
つ
定
期
の
.割
替
も 

行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
農
耕
地
：は
其
の
使
用
權
す
ら
永
久
的
の
も
の
で
は
な
い
が
、
然
し
..シ
ー
ザ
ー
の
時
代
に
比
す
れ
ば
丨 

其
.の
私
荷
に
向
つ
'て
數
步
を
近
づ
け
た
も
の
た
る
事
を
亦
疑
ふ
を
得
な
い
0
@五
三〕

故

福

甶

博

士

は

「

シ
ー
ザ
ー
及
び
.タ
シ
ト
ス
の
記 

事
は
土
地
私
、
個
人
所
有
の
#
莅
せ
ざ「

る
事
を
明
©
に
之
を
吿
ぐ
と
雖
，も
、
之
よ
り
直
ち
，に
推
論
し
て
、
兩
者
の
何
事
を
も
語
ら
ざ
る 

土
地
共
同
所
有
の
#
在
を
認
む
る
よ
り
も
寧
ろ
土
地
所
有
な
る
事
實
も
觀
念
も
全
然
古
獨
逸
に
存
在
せ
ず
云
々
S
註
五
S

と
述
ベ
て
居 

る
點
は
、
從
來
之
を
共
有
制
度
と
認
め
.た
'學
激
に
對
し
痛
擊
を
加
へ
た
も
■の
と
考
へ
る
o 

.

フ
ュ
ス
テ
ル
•
ド
•
ク
ー
ラ
ン
♦ジ
ュ
は
マ
.ル
タ
に
關
す
る
マ
ウ
ラ
ー
の
理
論
を
.次
の
如
く
反
駁
し
て
居
る
。

「

シ
ー
ザ
ー
及
び
.タ
シ
ト
ス
の
文
献
.か
ら
は
、
マ
ル
ク
說
に
對
す
る
何
等
の
支
持
を
も
見
出
さ
な
い
。
シ
ー
ザ
I

は
、
共
有
地
に
於 

い
て
軿
作
す
る
農
夫
の
結
合
を
表
示
し
て
居
ら
ぬ
。
マ
ウ
ラ

ー

が
タ
シ
ト
ス
：の
文
献
に
於
て
マ
ル
ク
#
茌
の
左
證
と
し
て
指
摘
せ
る
も 

の
は
、a

g
.
e
r

及
び
a
cr
Q
r
iな
る
言
葉
で
あ
る
が
.:
,
こ
れ
等
の
言
葉
の
み
で
は
公
有
地
、共
有
地
、
マ
ル
タ
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
却 

つ
て
個
人
的
財
產
を
意
味
し
て
居
る
。
此
の
點
は
c
a
t
o
..
,
»

v
a
r
r
o、

C
o
l
u

日eila. 

C
i
c
e
r
o、

P
H
n
y
、

其
の
他
の
法
學
箸
の
文
献
に
依
つ 

て
證
せ
ら
れ
る
0

タ
シ
ト
ス
は
ゲ
ル
マ
一
一
ア
入
が
個
人
的
所
有
權
の
制
度
を
^

つ
て
居
た
か
否
か
を
述
べ
て
居
な
い
。
更
に「

ゲ
ル
マ 

ム
ア」

第
二
六
節
、
第
ニ
五
節
に
は
勅
地
が
主
人
に
或
る
報
酬
を
支
拂
ふ
奴
隸
に
依
つ
て
.耕
作
せ
：ら
れ
.て
思
る
と
述
べ
ら
れ
て
居
る
。

•
原
始
時
代
の
財
産
制 

九
..

三

(

四
三
三)



.
if
/
始
時
代
の
財
產
僦
:
. 

■
.
九
四

‘ 

C

四
三
四)

' 

斯
か
る
が
.故

に

マ

ル

ク

說

は

：、
，
マ

ウ

ラ

丨
及
び
彼
の
：像
奉
者
:'
0
:

r

ゲ
ル
；マ
ネ
^
 

(

I

五) 

.「
古
代
ゲ
ル
マ

ン
人
の
法
律
に
於
て
マ
ル
ク
.な
る
言
南
は
、：.

一兀
來
境
界
を
意
味
す
る
。

而
1.
で
：通
例
は
私
有
財
產
の
境
界
を
意
味
し
、 

派
生
的
意
味
に
於
て
財
產
其
の
も
.の
を
も
表
衆
す
る
。
.即
ち
リ
ブ
エ
リ
ア
ン
人
の
法
律
に
於
け
る
マ
ル
ク

は

、

^

有
財

產

/ >
^

,

1
ト

ご

、 

ア
ラ
マ

ン
一一

イ
族
及
び
バ

ヴ

ャ

リ
ア
人
の
法
律
に
於
い
て
は
、
：
土
地
の
境
界
を
意
味
す
.
.る
0
マ
ウ
ラ
ー
が
共
同
所
有
睛
|

の
存
在
を 

證
し
得
る
と
信
じ
て
居
-る
パ
丨
ガ
ン
デ
ィ
人
の
法
律
を
始
め
、
ゲ
ル
'マ
ン
人
の
法
律
に
は
マ
ル
タ
が
典
有
地
で
あ
つ
た
痕
跡
は
#
し
な 

l

o
の
み
な
ら
ず
パ
1
ガ
ン
デ
ィ
人
.、
西
ゴ
ー
ト
人
、
サ
リ
イ
族
、
リ
ブ
.

K

リ
ア
シ
人
、.
7ラ
マ
シ

一一ィ
_

パ
ヴ
ァ
リ
ア
人
其
っ
他 

の
民
族
の
諸
法
律
、
法
令
は
、
•私
有
財
産
の
前
提
に
基
礎
を
誓
、
.耕
地
、
：：牧
場
.、：森
林
、；
水

看

、
水
等
を
^
^

と
な
し
、
鹫
却
、
質
貸
傲
*
.
_渡
、
相
續
等
を
認
め
、.
其
の
所
有
權
は
個
人
、
家
族
に
歸
し
大
團
體
に
は
屬
し
な
か
っ
た
0」

§

d
 

X
マ
ル
タ
の
存
法
を
主
張
す
る
爲
に「

土
地
の
週
期
的
分
割
に
關
す
る
マ
ウ」

フ
ー
の
51
用
資
，料
は
、
年
々
の
土
地
分
割
を
、
從
っ
て 

共
同
^
有
權
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
私
有
財
産
の
#

在
を
肯
定
せ
し
め
か
も
の
で
あ
.る
。
即
ち
.
N

goq
&
目
池
方 

.
の
長
で
あ
る
ジ
工
ン
セ
t

ク(
G
e
n
s
e
r
i
c
)

は•
『

世
襲
の
.地
所』

に
於
て
彼
の
部
下
に
耕
地
，を
麄
し
た
事
、
及
び
束
ゴ
丨
ト
人
が 

H
e
r
u
l
i

人
が
以
,
往
せ
る
土
5
を
彼
等
自
身
0
間
に
分
割
し
た
事
は
、
個
人
所
有
者
に
於
け
る
土
地
分
割
の
例
證
で
、
年
々
の
上
也 

分
韵
延
.ひ
て
は
共
同
所
有
權
の
例
證
で
は
な
い
。
又
羅
馬
の
土
地
所
有
者
、
西
'、コ
1

ト
人
、
パ
1
ガ
ン
デ
ィ
人
及
び
フ
ラ
ン
ク
族
に
於 

け
る
そ
れ
も
同
様
で
、
各
地
區
は
當
初
ょ
り
永
久
的
な
、
世
襲Q

も
の
で
あ
っ
た
。
'
マ
ウ
？

は
、
私
的
、
世g

的
財
產
馨
在
を
示 

す
事
實
を
、
.皇

流

S

釋
し
て
年
々.

Q

志

分

雙

び

土
_

同
所
有
權
Q

I

I

;張
し
た
と
云
ふ
事
が
、
以
忐
所
論
か
ら
了 

解
さ
ゎ
る
。
土
地
^
度
の
革
命
は
、
共
同
所
有
權
か
ら
個
人
的
所
有
權
ベ
の
.變
化
で
は
，な
く
、
家
族
の
，所
有
權
如
ら
個
人
の
所
有
墻
へ 

の
そ
れ
で
あ
る
。」

(

訃
五
七)

「

ゲ
ル
マ
ン
人
の
法
律
に
マ
ル
ク
の
根
據
を
發
兇
し
得
ぬ
以
上
、

マ
ル
ク
說
の
根
據
は
マ
ウ
ラ
次

に
擧
げ
て
居
る
へ
* Traditiones ,

,

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
.此
の
デTraditiones ,,

に
集
め
ら
れ
た
第
八
世
紀
ょ
り
坑
十
四 

世
紀
迄
の
種
々
の
#
ぼ
狀
及
び
契
約
書
は
、全
て
が
矶
#
財
產
の
«
胄
の
證
明
で
あ
つ
て
、
僅
少
の
も
の
を

マ
ゥ
ラ
1
が
其
の
主
賬
の
爲 

め
に
用
ひ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
も
こ
の
則
用
せ
ら
れ
て
居
る
僅
少
の
も
の
も
、
マ
ル
タ
は
本
.源
的
に
は
領
土
の
境
界
の
意
義
に
於 

て
用
ひ
ら
れ
、後
領
土
自
體
を
意
味
す
る
様
に
な
つ
た
事
を
證
す
る
も
の
で
あ
り
、結
局
私
有
財
產
の
實
往
を
.支
持
す
る
の
で
あ
る
。
然 

し
共
宵
さ
れ
た
土
地
の
實
例
が
全
く
#
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
此
の
場
合
は
數
人
の
者
に
依
つ
て
共
宿
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、全
て 

の
人
に
共
有
さ
れ
て
居
る
の
で
な
い
事
は
、1

個
人
に
明
ら
か
に
屬
す
る
も

.

の
を
贈
與
又
は
賣
却
す
る
無
數
の
實
例
に
依
つ
て
现
解
し 

f

。
而
し
て
此
の
_

の
場
塞
所
有
者
は
其
の
仲
間
の
所
有
f

許
可
も
相
談
も
な
し
に
.自
分
等
の
持
分
を
賣
却
す
る
權
利
を
有 

す
る
の
で
あ
る
。
マ
ゥ
ラ
ー
が
森
林
に
對
す
る
共
同
使
用
の
權
利
が
、
土
地
が
金
て
に
腸
し
た
時
代
の
遺
物
で
あ
る
と
す
る
の
ば
單
な 

る
理
論
で
あ
つ
て
*
幾
多
の
文
書
に
依
つ
て
其
れ
は
私
有
財
産g

度
と
農
奴
の
杯
在
に
恶
因
す
る
も
の
で
あ
る
翦
は
明
ら
か
で
あ
る
。」 

(

陆
五
八〕

斯
か
る
共
有
は
總
有
と
は
嚴
然
と
區
別
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
多
く
の
學
盏
は
總
有
の
意
味
で
共
有
な
る
文
字
を
用
ひ
て
居
る 

が
、
總
荷
の
事
實
は
#
铊
し
な
い
と
.考
へ
る
。「

第
十
三
世
紀
以
降
の
文
書
に
見
出
さ
れ
る
共
有
地
ハAllmend, 

commons
)

も
同
様 

單一

の
所
有
者
の
財
產
で
あ
る
。」(

跳
五
九)

此
0
點
は
後
述
す
る
。「

初
期
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
法
律
か
ら
推
察
す
れ
ば
、奴
»
ま
ひ
は
a 

々
な
る
半
奴
隸
的
な
小
作
人
に
依
つ
て
軿
作
さ
れ
た
廣
大
な
る
國
家
：

T

中
世
の
初
頭
に
於
て
は
例
外
で
は
な
く
寧
ろ
原
則
で
あ
つ
た
。 

此
の
點
を
マ
ゥ

ラ
ー
及
び
彼
の#
ま
絜
が
見
逃
し
た
事
は
彼
の
8

の
蜇
±
ぼ
吧
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
タ

シ

ト
ス
の
文
献
、

バ
ー
ガ 

ン
デ
ィ
人
、
ア
ラ
マ
ン
ニ
ィ
族
、

.バ
グ
プ
リ
ア
人
、
サ
ク
ソ
ン
人
其
の
他
の
民
族
の
法
典
に
依
つ
て
奴
隸
の
存
往
及
び
奴
隸
其
の
他
其 

の
土
地
に
勞
働
す
る
全
て
の
者
を
包
含
し
た
大
M
ff
i
の
#
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
•る
。
以
上
の
如
く
マ
ゥ
ラ
ー
が
私
有
財
産
の
存
往 

を
證
す
る
無
數
の
資
料
を
誤
解
し
た
所
に
、
マ
ル
ク
說
の
根
柢
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
/
ft
六
〇
>

照
始
時
代
の
財
康
制 

九
5£(

S

I
五)
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^
 

^

^
 

, 

t
凡
そ
.マ
ル
，：：ク
に
關
し
て
は
、
多
く
の
學
者
は
マ
ゥ
ラ
1 

'(
D
所
說
の
馨
衆
に
過
ぜ
，な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。

エ
ミ

，]
ル
•ド
•
ラ
ザ
レ
1
，
r
ィ
•
ラ
ン
プ
レ
'ヒ
ー
ト
を
始
め
數
多
く
の
學
者
ま
、其
の 

^
時
の
時
代
识
潮
の
渦
に
棬
れ
て
經
濟
^
の
^
贺

點

.
を

原

始

典

產

體

に

求

め

^
の
で
あ
る
。 
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「

典
有
地」

「

共
有
地
は
齊
通
森
林
,
牧
場
、
傲
少
の
耕
地
で
-
萬
人
の
共
同
の
土
地
の
如
く
に
田
心
は
れ
る
。
しi

ハ
一〕

此
の
共
有
地 

は
瑞
西
を
始
め
諸
所
に
I

さ
れ
f

Q
で
あ
つ
て
、
原
始
時
代
は
共
產
主
義
社
會
で
あ
つ
た
と
の
主
張
に
荷
力
な
る
支
持
を
與
へ
て 

,届
る
^
の
で
あ
る
。

对

西

#
1*
,

白
耳
義
等
に
於
て
共
有
地
0

#往
を
主
張
す
る
エ
ミ
！
ル
•
ド
•
ラ
ヴ
レ
ー
は
、
私
有
財
產
の
#
花
せ
ぬ
時
弋
を
匕
" 

打

1
も
な
い
タ
く
何
れ
に
於
て
も
共
有
地
の
#
す
る
一
方
私
有
財
產
も
#
在
す
る
の
で
あ
る
。
瑞
西
の
ア
ル
メ
ン
ド
>
ロ

ョ

は
 

討
所
に
^
受
け
ら
れ
る
共
有
地C

o
m
m
o
n
s

と
同
一
の
も
©
で
、
各
村
落
の
一
部
の
土
地
を
村
落
の
所
有
財
產
と
し
て
席
る
も
の
を
デ

稱
す
る
。「

瑞
西
に
於
て
は
此
の
ア
ル
メ
ン
ド
を
或
る
場
合
は
賫
却
し
*
貸
與

し
、
.或
.ひ
'は
ア
ルメ
ン
ド
の
木
材
を
寶
却
し
て
、
學
校
、
 

敎
會
の
支
出
を
償
'ふ
。
' 而
し
て
此
の
.ア
ル
メ
ン
ド
を
住
民
が
自
由
に
使
用
.し
、.
木
材
採
取
V
放
牧
、
耕
作
等
す
る
が
、
此
の
享
有
の
權 

利
は
共
の
村
落
に
於
て
土
地
を
所
有
せ
る
者
の
み
が
持
つ
の
で
あ
る
。

屮
略)

'其
故
に
ア
ル
メ
ン
ド
は
全
て
の
人
に
屬
す
る
も
の
即
ち 

共
同
財
產
で
は
な
く
、
私
有
財
產
，の
附
屬
物
で
あ
る
。」(

課
六
5
又
其
の
他
の
文
書
に
見
ら
れ
る
共
有
地
は
、
全
く
例
外
な
し
に
贈
與
、
 

賣
却
、
.が
其
の
所
有
#
の
或
る
者
に
依
つ
て
爲
さ
れ
る
，.の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
耕
作
者
の
團
體
の
集
合
財
產
で
は
な
い
。
マ
ゥ
ラ
ー 

が
引
用
し
たI

1

7T
0
年
の
實
例
は
、
ア
ル
メ
ン
ド
と
'名
付
け
る
森
林
に
莨
姓
は
自
由
に
出
入
す
る
が
、
其
れ
は
彼
等Q

典
有
で
あ
る 

と
述
べ
ら
れ
て
居
る
。「

此
を
前
後
の
文
脈
か
ら離
れ
て
.制
ず
.る
時
は
、
確
か
に
耕
作
者
の
團
體
の
北
ハ同
所
有
の
土
地
で
あ
る
と
思
は
れ 

る
が
、
金
體
の
文
書
を
見
れ
ば
數
人
o.
世
襲
財
鹿
で
あ
る
。」

f
i六 

ー5
斯
か
る
場
含
を
總
有
と
稱
す
る
は
當
を
得
な
い
事
は
明
瞭
で
、從 

來
斯
か
る
場
合
を
共
有
I

總
有
の
意
味
で
の_

_

と
稱
し
共
產
體
の
存
往
を
主
張
し
た
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
と
思
ふ
。

註

六

ー

ヱ

ミ

ー

ル

•
ド
•
ラ
ヴ
レ
ー
著
、
長
勝
嫌
.

I

郞
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•■原
始
財
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ニ
ニ
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K
议
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註
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F
s
e
l

 

de Coulanges, 

icr
i
d
, 

P
-
125-126.

訪
六
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Fustel d
e

'oOUIanges, ibid, p. 

5
L

 

•

「

ミ
！
ル
し
露
西
瓯
の
ス
ラ
ブ
民
族
に
於
て
行
.は
れ
た
農
業
制
度
で
、
農
地
を
農
民
の
間
に
ロ
分
し
、
之
の
用
益
の
代
償
と
し
て
.
1 

定
の
義
務
を
當
人
に
課
し
、
其
の
遂
行
に
就
，い
て
.は
ミ
ー
ル
全
體
が
連1$

住
を
負
ひ
、
年
々
又
は
數
年
每
fc
.此
の
ロ
分
替
を
爲
す
の 

を
特
徴
と
す
：る
制
度
で
.あ
る
。
li
t
の
ロ
分
替
は
豸
に
茧

る

に

つ
れ
て
、
次
第
に
長
期
の
も
の
と
な
り
た
。
此
の
制
度
は
ブ
一
.シ
ャ
宫
吏 

ア
•
 

5
 

•フ
ォ
ン
•
ハ
ッ
ク
ス
タ
ゥ
ゼ
ン
に
依
っ
て
公
表
さ
れ
た
i

の
で
あ
る
o
此
の
起
源
に
就
い
て
は
數
，
あ
つ
て
、
此
の
制
度
が 

;|
*
射
典
產
體
の
？迫
湘
で
あ
る
と
な
す
說
ノ
第
十

六
世
紙
の
印
由
農
於

の
\活
動
の
肢
盛
で
あ
つ
た
時
代
0-
所
產
で
あ
る
と
す
る
說
、
自
發 

照
始
•
忧
，の
財
衝
制 

办

七

(四
111七

)



膩
始
時
代
の
I

制 

九

八

(

四
S
 

的
な
結
果
で
な
ぐ
、
'政
府
の
命
令
とM

ふ
様
な
人
爲
的
な
原
因
に
依
つ
て
生
じ
た
結
果
で
あ
，

0

と
ず
.る
訛
に
大
別
せ
ら
れ
る
。
第
三
說 

力
最
も
有
力
な
說
で
あ
る
が
、
此
の
中
で
^;
其
の
發
生
時
期
^
區
々
で
、
チ

チ

エ
リ
ン
は
二
五
九
ニ
年
フ
エ
ド
ル
*イ
ワ
ノ
ゥ
ィ
ツ
チ
皇 

带
の
'勅
令
に
依
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
し
、
力
ワ
レ
フ
ス
キ
イ
は
ー
七
一
四
年
べ
1
ト
ル
大
#-
の
發
し
た
土
地
不
分
割
、
農
奴
人 

頭
魏
及
び
辑
司
令
官
の
徵
税
官
兼
務
を
命
ず
る
勅
令
に
依
る
も
'の
と
見
て
居
る
O

S六
0

ミ
1
ル

は
—-
.
小

村

落

で

、

劣

の

人

ロ

は

こ

百
 

人
を
殆
ん
ど
超
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
•
種
族
共
產
體
延
ひ
て
は
露
西
亜
全
部
の
農
業
共
產
主
義
を
表
明
す
る
も
の
で
ば

な

い

。

其

の
 

百
姓
た
る
農
奴
或
ひ
は
小
作
人
は
、
土
地
^-
集
合
的
に
耕
作
し
、
地
代
を
集
•合
的
に
支
拂
ふ
の
で
あ
る
。
其
故
に
集
合
的
所
荷
權
で
は 

な
く
集
合
的
奴
隸

fi
l
lで
.あ
る
。
從
っ
て
ミ
ー
ル
を
、
人
類
が
曾
っ
て
農
業
共
產
主
義
そ
實
行
し
た
と
茨
ふ
證
據
と
す
る
事
は
出
來
な

い
o(

註
六
.五)

.
■
.
.
. 

. 

-

.
此
の
他
，
印
度
，
露
西
瓯
の
ザ
'̂

ル
ガ
繙
に
於
て
原
始
共
產
體
の
根
據
を
得
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
を
結
論
す
れ
ば
、
土
也 

共
產
體
を
確
證
す
る
資
料
.は
#
せ
ず
、
此
の
#

f

主
張
す
る
爲
に
引
f

れ
た
資
料
は
' 
全
く
逆
に
私
有
財
I
の
#:
在
を
立
證
す
る 

も
の
で
あ
る
が
故
に
、
共
產
體
#
荏
を
認
め
得
ぬ
の
.が
現
今
! 0

狀
態
で
あ
ら
ぅ
0 

It
六
四 

F
I
I

 de COUIapges, ibid, P
L
i
i

 
1
1P

誰
六
3£Fustel de 

Coulanges, ibid, p. 
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.
’

'

.

.
從
來「

人
類
の
全
て
の
民
族
の
歷
史
は
、
原
始
'共
産
主
義
を
以
て
始
ま
る
。
即
ち
其
の
生
活
狀
態
.が
狩
獵
、
遊
收
で
あ
っ
た
寺
^
に 

於
て
は
共
同
經
濟
が
行
は
れ
、
更
に
定
住
し
て
農
業
を
營
む
に
至
っ
て
後
も
同：

一血
族

の
團
體
と
土
膠
の
共
有
を
雲
と
す
る
共
產
體 

が
存
往
し
て
居
た」

と
の
主
張
が
存
す
る
が
、
前
述
の
所
論
'よ
り
判
ず
れ
ぱ
、
此
の
主
張
に
容
易
に
賛
成
じ
得
な
い
：と
幕
へ
る
も
の
で

あ
る
。 

ノ 

■

所
有
形
態
の
發
展
過
程
は
、
無
所
有
の
狀
態
か
ら
種
々
な
る
原
因
に
依
っ
て
所
有
の
.狀
態
に
移
行
し
、
私
有
或
ひ
は
共
有(

總
有
の 

意
味)

の
形
態
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
財
產
に
關
す
る
最
宙
の
觀
念
は
、
基
本
的
に
必
要
で
あ
る
生
活
資
料
の
.獲
得
と
密
接
に
結
合
し 

て
居
る
事
は
自
明
で
あ
る
。
今
此
の
地
球
上
に
#
在
す
る
人
間
の
坐
活
す
る
に
充
分
な
る
資
料
が
即
ち
食
料
が
苦
勞
な
く
手
に
入
；

o

得 

る
事
を
假
矩
し
た
場
合
、
彼
等
は
決
し
て
其
の
も
の
を
所
有
す
る
と
一
其
ふ
觀
念
を
有
す
る
事
は
な
い
で
あ
ら
う
。
此
の
事
は
空
氣
"
海 

水
等
に
.對
し
て
所
有
の
觀
念
を
持
た
ぬ
と
同
様
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
斯
の
如
き
無
所
有
の
狀
態
に
於
て
惹
起
せ
ら
れ
る
種
々
の 

制
限
が
、
所
有
の
狀
態
へ
の
移
行
を
必
然
的
な
ら
し
め
る
。

抑
ミ
人
類
の
行
爲
は
自
己
坐
命
維
持
と
自
己
滿
足
の
本
能
に
蕋
因
す
る
。
生
活
資
料
獲
得
.の
爲
の
行
爲
は
自
己
生
命
維
持
の
爲
め
不 

可
缺
條
件
で
あ
る
。
前
述
の
無
所
有
の
狀
態
に
於
て
は
’
此
の
不
可
缺
條
件
は
全
く
圓
滑
に
滿
さ
れ
て
居
る
が
、
自
然
的
原
因
其
の
他 

に
.依
っ
て
充
分
に
滿
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
此
處
に
所
有
の
狀
態
、
即
ち
生
活
資
料
獲
得
に
對
す
る
所
有
が
架
ず
る
。
然
ら
ば
そ
は 

私
有
か
共
有
か
。
獨
ヵ
で
行
ふ
か
協
力
で
行
ふ
か
。
協
力
の
觀
念
は
、
自
己
單
獨
の
力
で
は
到
底
解
決
出
來
な
い
と
云
ふ
苦
い
長
い
經 

驗
を
經
て
、
漸
く
に
人
間
が
獲
得
し
得
た
も
.の
で
あ
ら
う
。

力
：丨
ル
•
マ
ル
ク
ス
が
個
人
の
弱
さ
を
認
め
て
居
る
註
一
點
及
び「

追
放 

は
極
刑
で
あ
る」

蝕〗

一
.點
は
、
個
人
的
に
生
活
資
料
獲
得
を
爲
し
た
る
左
證
で
あ
る
。
其
故
に
所
有
の
狀
態
に
入
つ
た
時
は
個
人
的
所 

有
形
態
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
此
の
點
を
前
述
の
所
論
と
結
合
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
原
始
時
代
に
於
.て
は
個
人
的
所
有
、
家
族
所
有 

が
本
源
的
な
1
般
的
な
も
の
.で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。
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'敗
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記

'
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へ
 

(

へ
.

1
.月
.六
日
、
筆

霞

月

玉
1

_

、
入
營
の
爲
め
北
海
道
旭
川
に
向
つ
て
出
發
す
る
に
際
し
、、
大
磯
の
山
庇
を
訪
れ
て
、
本
稿
を
金
に
託
せ
ら 

る
。
^

月
_君
尙
ほ
枉
京
な
ら
ば
、
，'余
.
は
同
蔣
^:
:

卓
を
狹
ん
で
本
篇
の
主
題
に
就
い
て
論
究
し
、
更
ら
に
推
敲
を
求
む
可
き
點
な
き
に
非
ざ
る
可 

し
と
離
も
、
_

赴
は
旣
に
遠
く
北
海
道
の
技
舍
に
在
.

つ
て
相
見
る
こ
.
と
難
し
、
余
は
自
己
：の
獨
斷
を
以
つ
て
妄
り
に
本
篇
に
加
筆
す
る
こ
と
を 

-

愼
み
、
能
ふ
限
り
:;
>

原
文
の
態
'を
尊
蜇
す
る
に
努
め
た
の
で
，ぁ
る
が
、
唯
だ
少
し
.
く
思
ふ
所
ぁ
ヴ
.

て
、
本
篇
の
第
ー
及
び
箜
一
の
雨
項
を
时
除 

し
、
玆
に
は
專
ら
：第
三
項
の
■
み
を
揭
ぐ
る
こ
と
、
し
た
。
聊
.
か
右
め
次
第
を
記
し
て
、
筆
者
の
寬
恕
を
乞
ふ
o 

,

■高

橋

誠
,1

郞

ぃ
ジ.
*ン
•
ク
ッ
ク
著
一
千
六
百
西
十
八
年
版『

唯
一
緊
要
事
、

一
名
、
質
民
の
訴
訟』

'

♦

:
高
橋
誠
：一

0

，私
は
チ
r

ル
ズ一

世
の「

弑
逆
者」

ジ
ョ
ン
•
ク
ッ
ク(John 

C
o
o
k
e
)

の
著
に『

唯
一
緊
要
事
、
一
名
、
貧
民
の
訴
訟』

(

c
y
i 

N
e
c
e
s
s
a

-Hiu 
日
：or. 

T
h
e

 

p
'o
o
r
e

 JVIaus 

c
a
s
e
” being an 

Expedient to m
a
k
e

 

P
.H
0 vision for 

all 

Poore 

People 

in 

the 

K
-B
-
g
d
o
m
e
o

と
題
す
.る一

千
六
百
四
十
八
年
出
版
の
書
の
存
す
る
こ
と
を
知
り
、
昭
和
七
年
版
拙
著『

贯
商
主
義
經
濟
擧
說
裂』 

中
に
、
同
一
時
代
に
公
に
せ
ら
れ
た
る
類
書
と
共
に
其
の
表
題
を
揭
げ
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
ば
頗
る
稀
潮
の
書
で
あ
っ
て
、
私
は
當 

時
に
^
い
て
は
未
だ
親
し
く
之
れ
を
.手
に
す
る
.こ
と
が
^
來̂
ず
、
僅
か
に
其
の
.書
名
を
記
載
す
る
こ
と
を
得
た
に
過
ぎ
な
か
つ
たo(

同 

書
七
〇
三
頁
參
照)

。

然
る
に
最
近
に
.至
っ
て
此
の
書
が
偷
敦
の
古
書
雕
へ
ン
リ
ー
•
ス
チ
ー
ヴ
ン
ズ(

H
e
n
r
y

 

Stevens, 

S
o
n
&

 

s
t
u
e
s
o

の
カ

タ

ロ
グ
に
掘
載
せ
ら
れ
っ
X
あ
る
を
知
々
、
直
ち
に
之
れ
を
買
取
る
こ
と
が
出
來
た
の
を
機
會
と
し
て
、
聊
か
茲
に
其
の 

内
容
を
紹
介
サ
る
こ
と
冬
る
。
' 

'

、

.

.
‘

へ 

:

本
書
.の
.表
.題
頁
柢
著
#

0
名
を
<
:
0
0
1
^
'
と
.署
-1
.
、
彼
れ
が
倫
敦
四
法
學
院
の1

た
る
グ
レ
ー
ス
•
ィ
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a
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